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(57)【要約】
　留置可能装置を殺菌して送給するための多内腔内視鏡
システム。前記システムは、遠位部と外側ルーメンを囲
む壁を有する外側カテーテルと、前記外側ルーメン内に
可動的に配置され内側ルーメンを有する内側カテーテル
と、前記内側ルーメン内に可動的に配置され遠位部と近
位部を有するバルーン付きカテーテルであって、前記バ
ルーン付きカテーテルの遠位部はバルーンを有する前記
先端にバルーンの付いたカテーテルと、前記外側ルーメ
ン内にある留置可能装置と、外側カテーテルの遠位部に
付着した第１セクションと前記留置可能装置に対して近
位にあるプッシュメカニズムに付着する第２セクション
を有し前記外側ルーメン内にある反転可能スリーブとを
有するものである。　前記バルーンは、体液が前記外側
ルーメンに流入することを防ぐために、シールを提供す
るために、前記反転可能スリーブに接触するよう拡張で
きるシステムである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠位部と外側ルーメンを囲む壁を有する外側カテーテルと、
　前記外側ルーメン内に可動的に配置され、内側ルーメンを有する内側カテーテルと、
　前記内側ルーメン内に可動的に配置されており、遠位部と近位部を有しており、前記遠
位部がバルーンを有している、バルーンが前記遠位部の先端に取り付けられている、バル
ーン付きカテーテルと、
　前記外側ルーメン内にある留置可能装置と
　前記外側ルーメン内に取り外し可能に配置されており、前記外側カテーテルの遠位部に
付着する第１セクションと前記留置可能装置の近位に配置されている第２セクションを有
する反転可能スリーブであって、留置可能装置の周りに配置されている前記反転可能スリ
ーブと、
　を有する多内腔送給システムであって、
　前記バルーンが、前記反転可能スリーブと接触して体液が前記外側ルーメンに流入する
ことを防止するシールを形成するために拡張可能である、
多内腔送給システム。
【請求項２】
　前記留置可能装置の近位に配置され、留置の際に前記留置可能装置に係合するように構
成されたプッシュメカニズムを更に有する、請求項１に記載の送給システム。
【請求項３】
　前記プッシュメカニズムが前記外側ルーメン内に可動的に配置され、前記バルーンの近
位にある第１ポジションに位置するプッシュカテーテルを有する、請求項２に記載の送給
システム。
【請求項４】
　前記内側カテーテルと前記外側カテーテルは同心で、前記内側カテーテルは、前記プッ
シュカテーテルのルーメン内に配置されている、請求項３に記載の送給システム。
【請求項５】
　前記内側カテーテルと前記プッシュカテーテルは同心ではない、請求項３に記載の送給
システム。
【請求項６】
　前記スリーブの前記第２セクションは、前記プッシュカテーテルに付着している、請求
項３に記載の送給システム。
【請求項７】
　前記プッシュメカニズムは、前記内側カテーテルの周りに配置され、前記バルーンに対
して近位に位置している隆起部を有する、請求項２記載の送給システム。
【請求項８】
　前記スリーブの前記第２セクションが前記内側カテーテルに付着している、請求項５に
記載の送給システム。
【請求項９】
　前記留置可能装置は、動物体に対して治療法を提供する医療装置である、請求項１に記
載の送給システム。
【請求項１０】
　前記留置可能装置が前記内側カテーテルの周りに配置されており、前記内側カテーテル
は、さらに、前記留置可能装置に係合するためのプッシュメカニズムを有する、請求項１
に記載の送給システム。
【請求項１１】
　前記バルーン付きカテーテルの前記近位部が、前記内側ルーメン内に可動的に配置され
ている細長いカテーテルであって、前記バルーンが、膨張時には、第１の特定の直径を有
し、収縮時には第２の特定の直径を有し、前記第１の特定の直径が前記スリーブのついた
シールに十分接触形成できる、請求項１に記載の送給システム。
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【請求項１２】
　前記反転可能スリーブが生体適合性のある布あるいはメッシュ生地からなる、請求項１
に記載の送給システム。
【請求項１３】
　前記プッシュメカニズムは、放射線不透過性マーカーを有する、請求項１に記載の送給
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体にあるオリフィス（孔）を通しておこなわれる経腔的（transluminal）内
視鏡外科手術の際に使用される、バルーンが先端（遠位端）に付いた内視鏡装置に関する
。本システムは、治療用装置を留置し、細胞サンプルを得るために使用することができる
。
【背景技術】
【０００２】
　内臓壁や血管壁の開口あるいは孔は、自然に起こるものであり、意図的あるいは反意図
的に形成される。これらの開口部は、人体の隣接する構造体にアクセスするのに用いられ
、当該技術は、一般的に、経腔的処置と言われている。例えば、クルドスコピーは、７０
年以上前に開発され、盲嚢に開口部を形成することによって、経膣的に腹腔にアクセスす
ることができる。腹腔へのアクセスによって、医者は、バイオプシーや卵管結紮術などの
手術等多様な手段を遂行するとともに、多くの解剖学上の構造体を視覚的に検査すること
ができる。その他の身体上のルーメンを用いて多様な体腔にアクセスする為の多くの経腔
的処置も開発されている。その１つの分野が体にあるオリフィスを通して行われる経腔的
内視鏡手術（Natural Orifice Trasnluminal Endoscopy Surgery (NOTES)）と言われてい
る。口、鼻、耳、肛門或いは、膣などの体にあるオリフィスは、体腔などへのアクセスを
提供することができる。消化管の体腔は内視鏡で調べることが多く、最小限の侵入態様で
、腹腔その他の体腔へのアクセスを提供するために利用できる。米国特許公報第２００８
／０１３２９４８号は、当該処置を開示しており、それをそっくりそのまま参考までに本
明細書にも組み入れるものである。
【０００３】
　従来の切開手術や腹腔鏡手術と比較すると、経腔的処置は、腹部切開その他の外部切開
や、関連合併症の切開を排除することで、低侵襲性とすることができ、術後回復時間を減
らし、痛みを緩和し、美容上の外観を改善する。同時に、開口部や体腔に適切な導管、体
腔内に導管を通じて操作可能な強固な医療装置、導管の消毒の提供、体腔への送気、開口
部への適切な封鎖及び感染予防の維持等、経内腔処理には課題もある。例えば、腹部や腸
等の消化管の体壁に開口部が形成されたとき、胃の内容物、腸内物或いは体液が隣の体腔
に流入することもありうる。バクテリアを含んだ液体が消化管の外に流れ出ると、好まし
くなく、時には、致命的な感染を引き起こすこともありうる。
【０００４】
　体にあるオリフィスを通して行われる経腔的内視鏡手術（ＮＯＴＥＳ）処理における課
題の１つに、腹膜内への材料の殺菌送給と無菌状態で組織サンプルを得ることである。
【発明の概要】
【０００５】
　本明細書では、外側カテーテルと、内側カテーテルと、バルーンが先端（遠位端）に付
いたバルーン付きカテーテルと、外側ルーメン内にある留置可能装置とを有する多内腔送
給システムが提供されている。外側カテーテルは、遠位部と、外側ルーメンを囲む壁を有
している。内側カテーテルは、外側ルーメン内に可動的に配置されており、内側ルーメン
を有している。バルーン付きカテーテルは、内側ルーメン内に可動的に配置されており、
遠位部と近位部を有しており、その遠位端にバルーンを有している。本システムは、また
、外側カテーテルの遠位部に付着する第１セクションと留置可能装置の近位にあるプッシ
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ュメカニズムに付着する第２セクションを有する外側ルーメン内の反転可能なスリーブを
有することもできる。バルーンは、体液が外側ルーメンに流入することを防止するシール
を提供するため反転可能なスリーブに接触するよう拡張することができる。
【０００６】
　本システムは、また、バルーンに対して近位である第１ポジションを有する外側ルーメ
ン内にあり、そこを貫通するルーメンを有するプッシュカテーテルである、プッシュメカ
ニズムを有することもできる。留置可能装置は、動物体に治療を提供する医療装置であっ
てもよい。留置可能装置は、内側カテーテル付近にあってもよく、内側カテーテルは更に
、留置可能装置を留置するためのプッシュメカニズムを有する。
【０００７】
　本明細書には、送給システムが記述されているが、本システムでは、バルーン付きカテ
ーテルの近位部は、内側ルーメン内では、細長いカテーテルシャフトであり、当該バルー
ン付きバルーンは、膨張時の第１の所定の直径と収縮時の第２の所定の直径を有する。当
該バルーン付きカテーテルは、プッシュカテーテルのルーメン内にある内側カテーテルの
内側ルーメンと同心である。内側カテーテルとプッシュカテーテルとは、同心でなくても
よい。反転可能スリーブは、生体適合性布あるいは、メッシュ生地からなることもできる
。
【０００８】
　また、本明細書には、本明細書で述べられた多内腔送給システムを用いた送給方法が記
述されている。当該方法は、本システムを体内の管腔（endoluminal vessel）に導入して
バルーンを目的位置に送り、バルーンを収縮させ、収縮したバルーンを内側カテーテルの
内側ルーメン内に動かし、第２セクションが第１セクションに対して遠位になるように反
転可能スリーブを操作し、留置可能装置が外側カテーテルに対して遠位になるように、内
側カテーテルに関して外側カテーテルを操作することにより当該留置可能な装置を展開留
置することを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、膨張したバルーンと反転可能スリーブを有する送給システムの一部切欠
き斜視図である。
【００１０】
【図２】図２は、バルーンを収縮した状態の送給システムの一部切欠き斜視図である。
【００１１】
【図３】図３は、ヘルニアメッシュがプッシュカテーテルによって前進され、また、反転
可能スリーブが展開された状態を示す側面図である。
【００１２】
【図４】図４は、ヘルニアメッシュが留置され、プッシュカテーテルが本システム内に引
き込まれている状態を示す一部切欠き斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　「人工器官」という用語は、体の一部あるいは体の一部の機能の代用品あるいは、生理
学的システムの機能を高めたり、生理学的システムに機能を加える装置を意味する。
【００１４】
　「ステント」という用語は、ステントグラフト等、人工器官に剛性、拡張力或いは、支
持を提供する装置を意味する。一形態では、ステントは、複数の不連続装置を示すことも
可能である。別の形態では、ステントは、１つの装置を示すこともできる。ステントには
、広く多様な形態があり、バルーン拡張型或いは自己拡張型であってもよい。一般的には
、ステントは、体腔の通常の環状横断面に一致するように十分に拡張するときに、環状の
横断面を有する。一実施例では、ステントは、支柱（細長い部分）と当該支柱が互いに斜
めの配置にあり、鋭い曲部で連結されているジグザグ構造で調整されている鋭い曲部（曲
線のある部分）を有する。波状の形態が本出願では使用されているが、ステントは、正弦
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曲線あるいは、ジグザグ形態であってもよい。ステント形態の一例がＺステント（Z-sten
t）である。本開示文書で述べられているステントは、グラフトの外側あるいは、グラフ
トの内側に接着していている、および／または、グラフト材料の２つ以上の層の間に挟ま
れているものでもよい。
【００１５】
　多様な生体適合性材料が、ステントやステントの一部の構成に使用できる。例えば、金
属および／または合金、医療上適合性のある高分子物質、および／または、生体吸収性高
分子あるいは、生体吸収性材料等がある。その中でも、金属および／または合金には、ス
テンレス鋼、タンタラム、ニチノール、金、銀、タングステン、プラチナ、インコネル、
コバルトとクロムの合金及びイリジウム等を含まれ、これらは全て、医療装置の製造に使
用される商業上入手可能な金属あるいは合金である。好ましい形態では、ステントは、ニ
チノール、ステンレス鋼、および／または、コバルトとクロムの合金から構成される。
【００１６】
　「グラフト或いはグラフト材料」という用語は、一般的に、人工血管あるいは人工器官
として作用する管状あるいはチューブ状の部材を意味する。グラフトは、それ自体あるい
は構造体の構成要素等の他の構成要素を加えられ、人工体腔器官（endoluminal prosthes
is）であってもよい。グラフトは、単一の材料、材料の混合体、織物、薄板、あるいは、
２つ以上の材料の混合物からなる。
【００１７】
　「カテーテル」という用語は、一般的に、バルーンが先端（遠位端）に付いたカテーテ
ル、ガイドカテーテル及び送給カテーテル等の医療装置を意味する。
【００１８】
　「留置可能装置」という用語は、一般的に、動物体の医療的に治療可能な領域に治療を
提供する医療装置を意味する。留置可能装置には、ヘルニアメッシュ、結紮バレル、空腸
マグネットあるいはステントグラフトがあるが、それらに限定されない。
【００１９】
　図１は、腹膜へのバクテリアの導入と殺菌した留置可能装置の汚染のリスクを最小限に
する多内腔送給システム１０の実施形態を示している。本システムは、およそ同心で、内
視鏡のアクセスチャネルにおける場所にとって大きすぎる留置可能装置を収容するカテー
テルからなる。本システムは、口やその他の体にあるオリフィスを通じて、消化管に導入
することができる。図１は、患者への導入と標的（例えば留置可能な装置が留置される場
所）への進入に相応しい最初の形態の多内腔送給システム１０を示している。
【００２０】
　図１に示すように、本システム１０は、外側カテーテル２４、内側カテーテル２０、プ
ッシュカテーテル２２、バルーンが先端（遠位端）に付いたカテーテル２６及び反転可能
スリーブ９を有する。外側カテーテル２４は、外側ルーメン５を囲む壁を有する。内側カ
テーテル２０は、外側ルーメン５内に可動的に配置され、少なくとも部分的に、バルーン
付きカテーテル２６を収容する内側ルーメン７を有する。内側カテーテル２０の遠位部は
、潜在的に有害なバクテリアの蓄積が内側カテーテル２０の外側に集積したり、殺菌した
留置可能装置３０に接触しないように外側に向かって広がることもできる。（図示せず）
【００２１】
　反転可能スリーブは、外側ルーメンの遠位部に付着する第１セクション２とプッシュカ
テーテル２２に付着する第２セクション１を有する。図１に示すように、送給装置１０が
最初の形態である時、反転可能スリーブ９の第１セクション２は、留置可能装置としての
ヘルニアメッシュに対して遠位にある。バルーン付きカテーテル２６の遠位部は、第１セ
クション２の近辺で反転可能スリーブ９に接触するバルーン１５を有する。バルーン１５
と反転可能スリーブ９の接触によって提供されるシールによって、バクテリア或いはその
他の潜在的な有害物が外側ルーメン５に流入したり、留置可能装置３０を汚染することの
防止に役立つ。図１に示される実施形態は、拡張可能なバルーン１５を有するバルーン付
きカテーテル２６を有するが、拡張可能な部材を、内側カテーテル２０か反転可能スリー
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ブ９に設けることも可能である。拡張可能部材が、外側ルーメン５の汚染を防ぐのに十分
なシールを形成するように構成されているかぎりであるが。
【００２２】
　バルーン付きカテーテルは、多様な様式で製造されている。バルーン付きカテーテル２
６は、内側カテーテル２０の内側ルーメン７内に可動的に配置している近位の細長いカテ
ーテルシャフト１６を有している。バルーン付きカテーテル２６の遠位部、つまり、事実
上のバルーン１５は、膨張時（図１）の第１の直径（大径）と、収縮時（図２）の第２の
直径（小径）を有する。図１に示すように、膨張したバルーン１５は、外側カテーテル２
４の遠位端で反転可能スリーブ９と接触することにより、血液や他の体液が外側ルーメン
５に流入して留置可能装置３０及びその他の外側カテーテルの内容物に接触することを防
止するようにすることができる。図２は、内側カテーテル２０内でバルーン１５が収縮し
て後退したシステムを示す。
【００２３】
　バルーン付きカテーテル２６は、本分野で通常使用される弾力的に拡張できる材料から
できている。例えば、バルーン付きカテーテル２６は、シリコーン、ラテックス、あるい
はその他の通常本分野で使用するのに適した材料からなる。バルーン１５は、先細であっ
たり、球根状であったり、円筒形状であってもよい。バルーン付きカテーテル２６は、消
化管を通して全システム１０を導くのに役立つガイドワイヤを有する。バルーン１５は、
カテーテルを進行させるのに役立つ先端（図示せず）のようなニップルを有することもで
きる。バルーン付きカテーテル２６の別の適切な形態は、米国仮特許出願第６１／１４１
，５６８号に開示されており、その全内容は、本明細書に参考として組み入れられている
。
【００２４】
　上述のように、反転可能スリーブ９は、留置可能装置と外側ルーメンの汚染を防ぐのに
役立つ。バルーン１５と外側カテーテル２４の遠位部の内壁との接合部分は、当該システ
ムが所要の位置に送られるときに、バクテリアが入った体液と接触する可能性がある。反
転可能スリーブ９が無ければ、留置可能装置が体腔内への展開留置のために外側カテーテ
ル２４の開口縁（遠位端縁）をとって前進されるときに、当該留置可能装置がそのような
体液の残っているものと接触する可能性がある。図１に示すように、反転可能スリーブ９
はバルーン１５と接触し、バルーン１５とカテーテル２４の内壁の間に存する。反転可能
スリーブ９の第１セクションすなわち遠位部２は、外側カテーテル２４の遠位部に付着さ
れ、反転可能スリーブ９の第２セクションすなわち近位部１は、留置可能装置３０に対す
る近位点でプッシュカテーテル２２に付着されている。別の方法では、近位部１は、内側
カテーテル２０に付着することもできる。例えば、反転可能スリーブ９の近位部１は、留
置可能装置３０に対して近位にある内側カテーテル２０の場所やその周りに配置するプッ
シュメカニズムに付着することができる。近位部１は、また、付着されないままであって
もよい。
【００２５】
　上記のいかなる形態でも、バクテリアは反転可能スリーブ９の内側に面して側面に接触
することになる。留置可能装置３０が図３及び図４に示すように展開留置されるときは、
反転可能スリーブ９は、当該反転可能スリーブ９の遠位部２が当該反転可能スリーブ９の
近位部に対して近位となるようにその位置が反転され、それまでは内側を向いていた当該
反転可能スリーブ９の側面は、外側に向くようになる。プッシュカテーテルは、点線２２
で図３に示されている。その結果、留置可能装置３０は、移植されるときは、バクテリア
との接触が回避される。
【００２６】
　プッシュカテーテル２２は、外側ルーメン内にあり、概ね、留置可能装置３０と同じ直
径を有する。図面に示される留置可能装置は、ヘルニアメッシュ３０である。プッシュカ
テーテル２２は、図１における第１ポジションに示されている。この第１ポジションは、
バルーン１５に対して近位にある。本システム１０が人体に挿入されるとき、第１ポジシ
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ョンは、大体、プッシュカテーテル２２の最初の位置である。留置可能装置３０がまだ送
給されていない、すなわち、外側カテーテルから前進されて留置されていないとき、プッ
シュカテーテル２２は、第１ポジション４０にあり、バルーン１５が、いまだ拡張して外
側カテーテル２４の壁に接触している。図２は、収縮して内側カテーテルへと後退したバ
ルーン１５を示している。図３に示すように、プッシュカテーテル２２が前進して留置可
能装置３０を送給すると、プッシュカテーテル２２が第２ポジション４５となる。ここで
、第２ポジション４５は、ヘルニアメッシュ３０が完全に外側カテーテルから取り出され
るように、バルーン１５と外側カテーテル２４に対して遠位にある。留置可能装置３０が
遠位方向にプッシュカテーテル２２によって押されるとき、該装置の送給を妨げないよう
に、内側カテーテル２０の遠位端は、外側カテーテルの遠位端と並ぶことができる。別の
やり方としては、プッシュカテーテル２２と内側カテーテル２０を固定して、外側カテー
テル２４を後退させることで、留置可能装置３０を送給することもできる。
【００２７】
　バルーン付きカテーテル２６の近位にある細長いシャフト１６は、内側カテーテル２０
の内側ルーメン内に配置される。一旦、送給装置１０が患者の標的に進行して、バルーン
１５が収縮すると、該バルーンは、内側ルーメン内に後退する。内側カテーテル２０内に
ある時、バルーン１５とその周りにある体液は、留置可能装置３０から離れた状態に維持
される。留置可能装置３０とバルーン１５の間の接触が最小となり、反転可能スリーブ９
もあるために、移植するまで、留置可能装置３０の無菌状態を維持する。バルーン１５に
より提供されるシールは、バクテリアや有害と思われるその他の微生物が第１の環境から
第２の環境へと移動される可能性を最小限にする。本システム１０は、結腸を通り抜けて
、切り口から腹膜へと行く。本システム１０は、双方の環境において、バクテリアの入っ
た体液にさらされるかもしれない。シールは、結腸で見つかるそのようなものが外側ルー
メン５へ流入し、腹膜等の第２の環境へ移動されるの防止するのに役立つ。一旦、バルー
ン１５が内側カテーテル２０の内側に後退すると、プッシュカテーテル２２を遠位に前進
して留置可能装置、つまりヘルニアメッシュ３０を外側カテーテル２４の外に展開するこ
とができる。選択的には、外側カテーテル２４を、留置可能装置３０を留置する為に、後
退することもできる。
【００２８】
　留置可能装置３０とプッシュカテーテル２２は、外側カテーテル２４よりは小さいが、
内側カテーテル２０よりは大きい直径を有する。ヘルニアメッシュ３０は、留置可能装置
として、これらの図面に示されているが、その他の装置は、本システムを用いて送給する
ことができる。例えば、送給システム１０は、如何なるタイプのガーゼ、大量の液体や粉
末、サンプル、回復バックあるいはスリングなどを送給するのにも用いることができる。
留置可能装置は、ステントグラフト、結紮バンドあるいは、空腸マグネットであってもよ
い。留置可能装置は、内視鏡検査で用いられる如何なる装置であってもよいが、大きすぎ
ると、内視鏡の装具に固定できない。留置可能装置は、送給のためのその他の装具を必要
としてよい。例えば、ワイヤの作動がステントグラフトの送給に必要とされる場合、プッ
シュカテーテル内に運ばれてもよい。同様に、アクティベーションライン（activation l
ines）は、結紮バンドの送給のためにプッシュカテーテル２２内に運ぶこともできる。
【００２９】
　また、本システム１０は、米国特許公報第２０１０／０１６８６１２号に開示されてい
るような、送給に役立つガイドワイヤを有していてもよく、当該公報の全内容は本明細書
において参考までに組み入れられている。本システムは、また、ジョイスティック操作の
調整に適用することもできる。
【００３０】
　他の実施形態では、プッシュカテーテル２２と内側カテーテル２０は、単一構造を有し
ている。あるいは、プッシュカテーテル２２は、本送給システム１０の全てから排除して
もよい。後者の形態に関しては、プッシュカテーテル２２の機能は、以下に述べるように
、内側カテーテル２０に配置されるプッシュメカニズムによって取って代わってもよい。
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　この内側カテーテル２０は、留置可能装置３０の留置に役立つ為にプッシュメカニズム
を有していても良い。プッシュメカニズムは、留置可能装置３０の近位端に近位的に隣接
する内側カテーテル２０の直径よりも少し大きい直径を有する隆起部（ridge）であって
もよい。当該隆起部は、留置可能装置３０を外側ルーメン５から前進させたり、外側カテ
ーテル２４が後退するときに留置可能装置を留めておくために用いることができる。隆起
部は放射線不透過性であってもよい。バルーンの先端１５は、本システム１０を配置する
のに役立つようにガイドワイヤを有していてもよい。
【００３２】
　本システムは、バルーンを膨らませて体液を封じ込めると同時に、口、鼻或いは肛門な
どの体のオリフィスを通じて留置可能装置を送給するのに使用される。口を通じて、本シ
ステムは、上部消化管、腹部、十二指腸、及び、小腸にアクセスすることができる。肛門
を通じて、本システムは、大腸や小腸を含む結腸にアクセスすることができる。同等の直
径を有するシステムは、鼻を通じて静脈洞にアクセスすることができる。身体の他の領域
は、腹部、膣、嚢、或いは大腸における内部切開でアクセスし、虫垂切除術、胃の回復術
、結紮或いは、バイオプシー等の処置を行うことができる。
【００３３】
　本システム１０は、人間の肛門に導入され、バルーンの先端１５が望ましい位置に到達
するまで、直腸を通り抜けて、結腸に入り込む。本システムは、経直腸的に、経膣的に、
あるいは、経胃的（transgastrically）に導入することができる。バルーンの先端１５は
、体液が、外側ルーメンに流入し、殺菌した留置可能装置を汚染しないようにシールを提
供する。その柔軟性と曲線性のため、バルーン付きカテーテル２６は、本システム１０が
消化管を望ましい位置まで蛇行していくときに、本システム１０に対して、組織を損傷す
ることを防ぐ柔軟性のある先端部として作用する。
【００３４】
　本送給システム１０の組成の追加的詳細と留置可能装置を送給する本システムの具体的
使用方法は、米国特許公報第２０１０／０１６８６１２号に開示されており、その全内容
が本明細書において参考までに組み入れられている。
【００３５】
　上記の本発明の様々な実施形態は、説明と解説のために表されたものである。まさに開
示された実施形態に本発明を限定するものではない。上記の教示から多数の変更やバリエ
ーションが可能である。上記の実施形態は、本発明の原理を最もよく説明する為に選択さ
れ記述されたもので、その実際の応用によって、当業者が、多様な実施形態において特に
考察された使用に相応しいように様々変更を加えることで本発明を利用できるようにする
ものである。そのような変更やバリエーションは全て、公正、適法、公平な権限を有する
範囲で解釈されるときに、別紙の特許請求の範囲によって決定される本発明の範囲内にあ
る。
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